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１　はじめに 

町では、長沼町地域防災計画に基づき、「災害時における応急生活物資の供給等の協力に関す

る協定」等を締結するなどし、流通在庫備蓄を活用する体制を整備するとともに、不測の事態に

備えて、必要最低限の非常食や毛布、避難所資機材等の備蓄を行ってきました。 
　また、町民に対しては、食料及び飲料水等の家庭内備蓄に努めるよう啓発を行ってきました。 
しかしながら、平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災では、多くの尊い人命が失われ

るとともに各種ライフラインや道路・鉄道などの交通手段が寸断し、市町村公共施設も大きな被

害が受け、大規模広域災害となった場合には、物資調達や配送に支障が生じ、流通在庫備蓄が即

応できないということが判明した他、令和６年１月１日に発生した能登半島地震では、密封状態

の未使用備蓄品が、臭い・カビなど劣化により、使用不能であった教訓から備蓄品の周期的な入

替が必要と認識されました。 

このような状況を踏まえ、災害時により一層円滑な応急対策活動に資するための備蓄体制の強

化を継続的に取得と更新を図ることを目的に「長沼町災害対策備蓄計画」を改訂し、計画に沿っ

て順次備蓄を進捗することで、「町民が安全に安心して暮らせるまち」の実現を目指すものです。 

 

２　計画策定に係る基本的な考え方 

以下に上記③の町が行う行政備蓄について、各備蓄の基本的な考え方を明記します。 

 

（１）行政備蓄について 

行政備蓄とは、町が平時から行う食料等の備蓄をいいます。大規模広域災害時には、家屋の

倒壊、焼失等により、帰宅困難や自宅備蓄品の持ち出しが危険な場合など、多数の避難者、負

傷者の発生が予想されることから、行政備蓄として平時から食料、生活必需品、避難所資機材

及び水防資機材の備蓄について、地域づくり総合交付金制度などの効率的かつ有効的な利活用

に努めます。 

本計画は、町が行う行政備蓄に関する計画について、重点的に具体化するものです。 

 

（２）家庭内備蓄について 

家庭内備蓄とは、町民が自らの家庭内において３日間程度の食料や飲料水、ラジオ、懐中電

灯、医薬品等の備蓄を行うなど、日頃から災害時に必要な物資を蓄えておくことをいいます。 
災害発生直後には食料品等の確保が困難になることが予想されるため、各家庭において備蓄

に努めるよう、広報誌等を通じて、継続的に啓発を行うものとします。 
 

 

本計画における災害時の備蓄体制は、①自助（自分の命は自分で守る）の家庭内備蓄を主軸

に、②共助（事業所や行政区内で相互に支援する）の事業所内備蓄、③公助（公的機関が支援

を行う）の行政備蓄、３つの考え方を基本とし、協定に基づき町が行う流通在庫備蓄の活用に

より行政備蓄を補完することで、町民・事業所・行政の地域が一体となって継続した備蓄の体

制を構築することを目標とします。 

また、「職員備蓄」は、家庭内備蓄の延長と捉え、職員自ら個人ロッカー内等に３日間程度

の水・食糧や生活必需品などを精選して積極的かつ計画的に準備しておくものとします。 
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【一例：家庭で用意することが望ましいもの】 

 

（３）事業所内備蓄について 

事業所内備蓄とは、家庭内備蓄と同様に３日間程度の備蓄品を確保しておくことをいいます。 

各事業所は、災害時に帰宅が困難となった者を安全が確認できるまでの間、事業所内に待機

させることができるような体制整備に努める必要があります。 

  

【一例：事業所で用意することが望ましいもの】 

 種別 主な品目

 

食料

主食：レトルト食品、アルファ化米、パック米、麺類（冷凍・即席・乾）、缶パン、

クラッカー、粉ミルクなど 

副食：調理缶詰・レトルト、スープ・シチュー類など 

主食・副食混合食：丼・炊き込みご飯類、離乳食など

 
栄養補助食品 マルチビタミン剤、ゼリー、ドリンク、菓子類など

 
飲料水

1人当たり1日3㍑以上 

　※調理や生活などに必要な水を更に追加

 
貴重品等

スマートフォン（携帯電話）、現金、権利書、預金通帳、免許証、健康保険証、 

各種ID・PWの控えなど

 
衛生用品

救急医薬品、常備薬（お薬手帳含む。）、生理用品、紙おむつ、おしり拭き、ウェッ

トティッシュ、歯ブラシセット、マスク、ボディタオル、消毒ジェルなど

 

資機材等

リュック、衣類、軍手、毛布又はアルミブランケット、タオル、水に流せるティッ

シュ・トイレットペーパー、懐中電灯及び照明（乾電池含む）、ライター、加熱剤、

携帯電話充電器、ラジオ、カセットコンロ・ガスボンベ、スニーカー、携帯トイレ、

カイロ及び保冷剤、マルチツール、ビニール袋、ガムテープなど

 
メンタルケア

用品など

アイマスク・耳栓、消臭スプレー、家族一人一人の写真数枚、ペットのえさ及び 

ペット用品など、（余裕があれば本１冊、トランプ、アルバム写真など）

 種別 主な品目

 
食料

レトルト主食・副食(スープなど)、アルファ化米、麺類（冷凍・即席など）、缶パン、

クラッカー、菓子類、各種缶詰、粉ミルク、離乳食など

 飲料水 1人当たり1日3㍑以上　　※食料の調理などに必要な水を追加

 

資機材等

衣類、軍手、毛布、タオル、ティッシュ、懐中電灯（乾電池含む）、ライター、救急医

薬品、常備薬（お薬手帳含む）、携帯電話充電器、ラジオ、携帯トイレ、生理用品、ア

ルコール消毒液、消臭スプレーなど

※携行時の重量目安は、男性８ｋｇ、女性６ｋｇ、子ども３ｋｇですが、個々の状況に応じて必要な

ものを精選します。 
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（４）流通在庫備蓄について 

流通在庫備蓄とは、町内の事業所等と町があらかじめ協定等を締結し、災害時に必要な物資

（食料や生活必需品等）を調達することをいいます。 

町では、食料、生活必需品、資機材の供給、運搬等に関して各種協定を締結しており、災害

時には、これらの協定に基づき、円滑な物資の調達に努めます。 

 
【物資の供給等に関する協定一覧（令和７年７月現在）】 

※物資供給協定のみ標記、協定名・内容は概略標記 

 

 

 協定名 主な内容 協定先 締結年月日

 災害時応急生活物資の供給

等の協力
物資の供給及び運搬等 ながぬま農業協同組合 H21.2.17

 災害時応急生活物資の供給

等
運搬等 長沼町商工会 H21.2.17

 
災害時復旧等の協力

必要な資機材、 

車両等
長沼町建設業協会 H21.2.17

 災害対応型自動販売機によ

る協働事業

災害対応自販機内飲料無償

提供

北海道ｺｶ･ｺｰﾗ 

ﾎﾞﾄﾘﾝｸﾞ㈱
H21.2.17

 災害時応急・復旧活動の支

援
避難場所へのLP ｶﾞｽ供給

北海道LP ｶﾞｽ 

災害対策協議会
H22.8.18

 
災害時相互応援

食料、飲料水及び生活必需

物資、資機材の提供等
福島県須賀川市 H24.2.16

 
災害時石油類燃料の供給

緊急車両、避難所等への石

油類の優先給油等

南空知地方 

石油業協同組合
H24.6.4

 
災害時機器等の調達

仮設ﾄｲﾚ、暖房機、発電機等

の提供

北海道建設機械 

レンタル協会空知支部
H24.11.26

 

南空知災害時相互応援
食料・飲料水・生活必需物資

の提供など

夕張市、岩見沢市 

美唄市、三笠市、南幌

町由仁町、栗山町、月

形町

H24.11.26

 
災害時物資供給

日用品、資機材、 

飲料等

ＮＰＯ法人コメリ 

災害対策センター
H27.3.23

 災害時物資供給 食料・飲料、生活物資 ㈱ｾﾌﾞﾝｲﾚﾌﾞﾝｼﾞｬﾊﾟﾝ H29.5.8

 災害時応急生活物資供給 食糧、飲料、生活物資 ㈱セコマ R1.12.20

 災害時福祉用具等物資供給

等協力
介護用品、衛生用品等

一般社団法人 

日本福祉用具供給協会
R5.6.1
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３　避難者数の予測 

避難者数については、長沼町におけるこれまでの災害の歴史を踏まえると、想定災害を「水害

※」とすべきところでありますが、東日本大震災のような大規模広域災害となった場合でも、円

滑な応急対策活動が求められることから、想定災害を「地震」とし、中央防災会議（平成２０年

１０月）の方法を参考に、以下のとおり算出します。 

※　本町におけるこれまでの災害による避難者数の最大値は、昭和５６年８月の水害で、１８１世帯６２６人です。 

 

（１）想定条件 

ア　建物被害による避難者と、建物被害はないが断水等ライフライン被害により継続居住が

困難となる避難者の二つの要因を合算して算出します。 

イ　建物被害は、長沼町耐震改修促進計画（平成２０年３月）に基づき、地震想定の最大値

（震度６強）で算出し、住宅３，７７２棟中、全壊７１８棟、半壊１，０７３棟、軽微・

被害なし（断水状態　※）１，９８１棟とします。 

※　町内に敷設されている水道管の耐震化は令和２年から総距離約４１９kmを２０年計画で進行中である

ものの、町内の断水率は１００％とする。 

ウ　避難率は、「阪神淡路大震災における市民の初期対応行動に関する研究」（平成８年）

を基に、全壊で１００％、半壊で５０．３％、軽微・被害なし（断水状態）で３６．２％

とします。 

エ　避難者数は地震発生後の経過時間により推移しますが、ここでは考慮せず、発災直後の

想定数とします。また、疎開先に避難する数は考慮しないで算出します。 

オ　人口、世帯数は住民基本台帳人口（令和７年１２月末現在）を用い、９，７５７人、４，

８３３世帯とし、１世帯（１棟）あたりの平均は２．０２人とします。 
 

【避難者の予測フロー】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建物被害棟数
人口

建物被害による 

避難率
断水による避難率

建物被害なし人口建物被害人口

避難者数
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以上より、本計画における避難者数は３，９８９人（１，９１１世帯）と想定します。 

 

４　備蓄対象人口の算定 

　想定避難者に対する食料及び生活必需品等の備蓄については、町が行う行政備蓄に加え、家庭

内備蓄、事業所内備蓄、流通在庫備蓄による対応が想定されることから、以下のとおり、それぞ

れの「備蓄割合」を考慮し、各備蓄における対象人口を算定します。 

 

（１）行政備蓄の対象人口 

想定避難者の内、行政備蓄により対応する人口は、任意の目標数値で１５％とし算定します。 

ア　想定避難者数に対する割合 
　　　　３，９８９人×行政備蓄割合（１５．０％）＝５９８．４人 
　　イ　想定世帯数に対する割合 

１，９１１世帯×行政備蓄割合（１５．０％）＝２８６．７世帯 
　　　×２．０２人≒５７９．１人 
　　ウ　対象人口数 
　　　　想定世帯数に対する割合に比し、想定避難者数に対する割合の人数が多いため、５９

８人を新たな行政備蓄の対象人口とします。 
　　なお、新たな災害教訓による新たな備蓄品などの追加は、その都度検討し、国が進める

避難所の快適な生活環境確保の目的に則り、取得確保することを妨げないものとします。

この際、可能な限り補助金・交付金等の活用に努めます。 
 

（２）想定数の算出 

以下の順で避難対象者数を案出し、各種備蓄目標値の資とします。 

ア　建物全壊による避難者数 

７１８棟×２．０２人×全壊による避難率（１００％） 

　≒　１，４５０人 

イ　建物半壊による避難者数 

１，０７３棟×２．０２人×半壊による避難率（５０．３％） 

≒　１，０９０人 

ウ　軽微・被害なし（断水状態）による避難者数 

１，９８１棟×２．０２人×断水による避難率（３６．２％） 

≒　１，４４９人 

　　エ　避難者数（世帯数） 

　　（ア）　「想定」避難者数 

　　　　　　１，４５０人＋１，０９０人＋１，４４９人＝３，９８９人 

　　（イ）　「想定」避難世帯数 

　　　　　　H26世帯：R7世帯＝H26想定避難世帯：R7想定避難世帯 

　　　　　⇒４，９９５：４，８３３＝１，９７５：Ｒ７想定避難世帯 

　　　　　⇒Ｒ７想定避難世帯数：１，９１１帯 
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（２）家庭内備蓄の対象人口 

３，９８９人×家庭内備蓄割合（５３．８％）＝２，１４６．１人　≒　２，１４６人 

 

（３）事業者内備蓄の対象人口 

想定避難者の内、事業所内備蓄による対応が期待できる人口は、「東京都千代田区事業所防災

アンケート調査」（平成２３年）における集約結果３１．０％を基に算定します。 
 

 

（４）流通在庫備蓄の対象人口 

想定避難者の内、流通在庫備蓄による対応が期待できる人口は、行政備蓄、家庭内備蓄、事

業所内備蓄の対象人口を除いた割合とし算定します。 
３，９８９人×流通在庫備蓄割合（０．２％）＝７．９人　≒　８人 

 

以上より、当面、町が行う行政備蓄については、避難者数の約１５．０％に相当する６００人

を目安として備蓄数量の算出を行うこととします。 

なお、それぞれの年齢区分別に必要となる備蓄品については、以下の対象人口に基づき算出す

ることとします。 

 

【年齢区分別の対象人口】 

※構成割合は、住民基本台帳、保健福祉課介護支援係調べ（平成２５年１２月末現在）に基づき算定。 

 

 

 年齢等区分 対象人口 構成割合 必要となる主な備蓄品

 
0歳 4人 0.67％

粉ミルク、紙おむつ（乳児用）、おしり拭き、 

哺乳瓶（洗浄セット）

 
1～2歳 8人 1.29％

アルファ米（白かゆ）、紙おむつ（乳児用）、 

おしり拭き

 3～74歳 487人 81.16％ クラッカー、フリーズドライシチュー・雑炊

 75歳以上 101人 16.88％ アルファ米（梅かゆ）

 
合計 600人 100.0％

 年齢等区分 対象人口 構成割合 必要となる主な備蓄品

 女　性 

10～55歳
139人 23.18％ 生理用品、おりものシート、おしり拭き

 認定３以上 

要介護者
14人 2.28％ 紙おむつ（高齢者用）、おしり拭き

想定避難者の内、家庭内備蓄による対応が期待できる人口は、「厚生労働省国民健康・栄養

調査」（令和元年）における「災害時に備えて非常用食料を用意している世帯の割合」５３．

８％を基に算定します。 

３，９８９人×事業所内備蓄割合（３１．０％）＝１，２３６，６人　≒　１，２３７人
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５　備蓄品目及び目標数量 

なお、Ｈ２６計画において定めた備蓄目標を保持目標として、期限及び経年劣化などに基づく

入替更新を継続して備蓄数量の維持に努めます。 
 

（１）食　料 

災害発生後３日目以降は、流通在庫備蓄対応割合の増加、救援物資の到着が予想されること

から、６００人の対象人口に対し１日３食×６００人×２日を目標に、以下のとおり備蓄しま

す。 

 

【食料備蓄品目及び目標数量】 

 

 品　目 対象年齢 備蓄目標 積算方法等

 
ｱﾙﾌｧ米（白かゆ） 1～2歳 48食

対象人口8人×3食×2日 

（保存期間5年）

 
ｸﾗｯｶｰ 3～74歳 1,461食

対象人口487人×3食×1日 

（保存期間25年）

 ﾌﾘｰｽﾞﾄﾞﾗｲｼﾁｭｰ 

雑炊
3～74歳 1,461食

対象人口487人×3食×1日 

（保存期間25年）

 
ｱﾙﾌｧ米（梅かゆ） 75歳以上 606食

対象人口101人×3食×2日 

（保存期間5年）

 

粉ミルク 0歳
300 g 

×4缶

対象人口4人×150g×2日＝1,200ｇ 

（保存期間1.5年） 

※1回当たりの調乳量を240ml（粉換算30g）

とし、1日5回（粉換算150g）を目安。

 

飲料水（500ml） 全員 1,200本

対象人口600人×2本（保存期間7年） 

※この他に給水車等からの給水を活用し、必

要量を確保。

備蓄品目については、これまでに備蓄している品目を基本とし、食料、生活必需品、避難所

資機材、水防資機材の四分野に分け、これらの充実を図るとともに、災害関連死の低減または

快適な避難所環境の整備併せて今後生起する新たな教訓等により必要と認められる品目の追加

整備を柔軟に検討することとします。 
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（２）生活必需品 

寝具類、衛生資材等について、食料同様に、災害発生後３日目以降は、流通在庫備蓄対応割

合の増加、救援物資の到着が予想されることから、２日分を目標に、以下のとおり備蓄します。  

 

【生活必需品備蓄品目及び目標数量】 

 品目 対象年齢等 備蓄目標 積算方法等

 
哺乳瓶（240ml） 0歳 8本 対象人口4人×1本/日×2日　

 
哺乳瓶洗浄消毒セット 0歳 4 ｾｯﾄ 対象人口4人×1 ｾｯﾄ/2日分

 
紙おむつ（乳幼児用） 0～2歳 192枚 対象人口(4+8)人×8枚/日×2日

 
子供用おしり拭き 0～2歳 960枚 192枚×1回使用数5枚

 
紙おむつ（大人用） 要介護認定3以上 168枚 対象人口14人×6枚/日×2日

 
大人用おしり拭き 要介護認定3以上 840枚 168枚×1回使用数5枚

 
生理用品 10～55歳女性 560枚

対象人口139人÷4×8枚/日×2日 

※4週間に1回として換算

 ﾃﾞﾘｹｰﾄｳｪｯﾄﾃｨｯｼｭ 

20枚入（約6回使用分）
10～55歳女性 105個 対象人口139人÷4×3個

 
プチシャワー・セぺ　６本入り 10～55歳女性 70 ｾｯﾄ 対象人口139人÷4×2 ｾｯﾄ

 
災害用食器ｾｯﾄ 全員

5 ｾｯﾄ 

600人分
対象人口600人×1 ｾｯﾄ（100人分）

 毛布 全員 600枚 対象人口600人×1枚

 
アルミシート 全員 600枚 対象人口600人×1枚

 マット（ふとんマッ

ト・担架兼用マット）
全員 600枚 対象人口600人×1枚

 

ボックストイレ 全員 30個

対象人口600人÷20人×1個 

※20人に1基を備蓄 

※スケットイレ（300 ｾｯﾄ）にて補完

 ボックストイレ用 

排便収納袋・凝固剤
全員 6,000枚 対象人口600人×5枚/日×2日

 
マスク 全員 1,200枚 対象人口600人×1枚/日×2日
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（３）避難所資機材 

食料や生活必需品同様に、災害発生後３日目以降は、流通在庫備蓄対応割合の増加、救援物

資の到着が予想されることから、想定避難者の収容に必要な最低限度の資機材の確保を目標に、

以下のとおり備蓄します。 

 

【避難所資機材備蓄品目及び目標数量】 

※既備蓄の充電式ラジオライトについては、防災対応職員への供給を想定する。 
 

 

 品目 備蓄目標 積算方法等

 LED非常灯 

（ランプ・ランタン）
20個 避難所各2個

 
防災用懐中電灯 20個 避難所各2個

 
カセットコンロ 20台

避難所各2個 

※１台当たり6本のカセットガスを含む。

 
ガスボンベ 120本 ※１台当たり6本

 
避難所用ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ 200個 対象人口600人÷3人　※3人当たり1個として備蓄

 
投光機 10基 避難所各1個

 

発電機 10台

避難所各1個 

※1台当たり1個の発電機燃料用ガソリン携行缶と1個のコー

ドリールを含む

 
対流型石油ストーブ 30台 対象人口600人÷20人　※20人当たり1台として備蓄

 
拡声器 13個 避難所各1個、役場3個として備蓄

 
ブルーシート 12枚 対象人口600人÷50人　※50人当たり1枚として備蓄

 
救急セット 10 ｾｯﾄ 避難所各1個

 
使い捨てカイロ 2,400枚 対象人口600人×1人2枚×2日＝2,400枚(10箱)

 
防災伝言シート 10 ｾｯﾄ 避難所各1個
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（４）水防資機材 

水防に関する資機材については、備蓄対象人口に関係なく、風水害や集中豪雨が発生した際

に緊急的に必要となるものを以下のとおり備蓄します。 

 
【水防資機材備蓄品目及び目標数量】 

 

６　整備計画 

備蓄の整備に係る計画期間は、２０２６年度から２０３０年度までの５年間とするものの、

国・道による災害教訓などを反映した避難所及び災害対応に必要な備蓄品については、適宜かつ

柔軟に「９　資料【年度別備蓄計画】」の見直し改訂を行い、各分野における適正な整備計画を以

下のとおり継続します。 
また、保存期間の定めのある品目は平準化したローリングストックにより取得更新を行います。 
なお、本計画により整備した備蓄品は、大規模な事故の発生等により応急援助を必要とする者

がいる時や、広域的災害における他自治体への支援など、人道的見地から必要と認められる場合

には幅広く活用することとします。 
　年度ごとの備蓄品の取得更新の計画は、「９　資料【年度別備蓄計画】」による。 
 
（１）食料　 

保存期間を考慮しながら年次的に備蓄を行っていくこととします。可能な限り保存期間が長

いものを平準化して購入することとしますが、保存期間が１．５年間の粉ミルクなど短いもの

は、必要の都度、数量分を備蓄することとします。 

 

（２）生活必需品 

保存状況や衛生面及び女性・子ども・要支援者の心情を考慮しながら平準化かつ年次的に備

蓄を行います。また、使用期限・有効期限などの定めのある品目は平準化したローリングスト

ックに努めるとともに、可能な範囲内で利活用に充てるものとします。 

なお、備蓄物資として適さなくなった生活必需品については、可能な限り利活用するものと

します。 

 

（３）避難所資機材  

保存状況を考慮しながら年次的に備蓄を行っていくこととします。また、新たに国・道が進

める大型資機材や高額な資機材の備蓄品の取得については、取得・保管・維持・更新・廃棄及

 品目 備蓄目標 品目 備蓄目標

 
土のう袋（ビニール）  5,000枚 吸水性土のう袋 400枚

 ウォーター・ゲート 

（コーナー部2個含む）
3個 救命胴衣（水防活動用） 200着

 
防災用ヘルメット（水防活動用） 200個 ブルーシート（水防活動用） 40枚
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び規模・輸送・空間・経費などを至当に検討することとします。 

 

（４）水防資機材 

保存状況を考慮しながら年次的に備蓄を行っていくこととします。また、訓練等により損耗

等消費した資機材はその都度取得補充します。 

 

７　備蓄場所  

備蓄場所については、大規模広域災害となった場合でも被害の低減・局限化のため、次のとお

り分散して備蓄しますが、必要に応じて、随時検討します。 

また、保管場所において備蓄する品目、数量は、整備状況に応じて、随時検討します。 

　①　長沼町役場庁舎（長沼町中央北１丁目１番１号） 

　②　長沼町総合保健センターりふれ（長沼町南町２丁目３番１号） 

　③　水防倉庫（長沼町栄町２丁目１番６号）※水防資機材に限る。 

 

なお、現在は、被災者の安否確認等を容易にするために各避難所に対象地域を設けております

が、災害時には災害の種類、各地域や避難所の被災状況等を考慮して、開設する避難所を災害対

策本部で決定することとなります。 
本計画においては、「耐震化、バリアフリー化、炊き出しの利便性等」を考慮し、受入可能人数

が約６００人である「長沼町総合保健センターりふれ」をまず最優先に開設する避難所として設

定し、主たる備蓄場所とします。 

 
８　備蓄品の維持管理等 
（１）備蓄品の点検 
　　　毎年、出水期前の４月から５月に備蓄品の保管状況及び資材の機能点検を行うものとします。 
　　　特に、発電機の試運転、投光器の充電、資材等の目視点検及び保管状態及び員数の異常の有無

を確認し、良好な状態を維持し、いつでも使用可能な体制を維持します。 
 
（２）備蓄品の管理 
　　　使用期限を適正に管理し、期限から利活用できる期間を保持して入替え更新します。 
　　　要すれば、写真による保管状態の把握、員数表の作成による現状一致など、適宜最新を維持し 

ます。 
 
（３）備蓄品の一時使用 
　　　備蓄品の資機材を一時使用する必要がある場合は、「別紙　備蓄物品の借用について（依頼）」

により、必要事項を記入し、あらかじめ承認を受けるものとします。 
　　　また、借用者は、物品を消耗・損傷・故障等の場合は、その補填は借用者が行うものとします。 

更に、借用者は、天候や環境状態などにより、使用において濡れ・摩耗など傷みが伴った場合

においては、借用者が責任を持って乾燥・手入れなど整備を確実に行った後、返納するものとし

ます。 
　　　借用依頼様式は、「別紙　備蓄物品の借用について（依頼）」による。  
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別　紙 
 

事　　務　　連　　絡 
令和　　年　　月　　日 

総務財政課長 
　　様 

　　　　　　　課長　　　　　　　　〇 
 
 

備蓄物品の借用について（依頼） 
 
　このことについて、次のとおり借用したいので、よろしくお願いします。 
 

記 
 
１　借用目的　　　　　 
 
 
２　借用期間　　　　　自　令和　　年　　月　　日（　　） 
　　　　　　　　　　　至　令和　　年　　月　　日（　　） 
 
３　借用物品　　　　　・　　　　　　　　　　　　〇台（個） 

・　　　　　　　　　　　　〇枚（組） 
 
４　借用担当　　　　　〇〇〇係　　　　　　　　　　（内　　　） 
 
５　そ の 他　　　　　・有事の際は速やかに返却 
　　　　　　　　　　　・不具合発生時は、経緯・箇所等を簡潔に書面（メモ等）にて提出 
　　　　　　　　　　　・破損・故障等は、借用課にて整備又は新規取得 
 
 
 
 
 
 
 
 

（担当　　　　　　　　課　〇〇） 
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９　資料【年度別備蓄計画】 
 

 

 
 
 
 

数量
令和8年度

(2026)
令和9年度

(2027)
令和10年度

(2028)
令和11年度

(2029)
令和12年度

(2030)

金額 2026.4～2027.3 2027.4～2028.3 2028.4～2029.3 2029.4～2030.3 2030.4～2031.3

数量 140 140 140 140 140

場所 りふれ りふれ りふれ りふれ りふれ

数量 450 450 450 450 450

場所 役場等 役場等 役場等 役場等 役場等

数量 450 450 450 450 450

場所 役場等 役場等 役場等 役場等 役場等

数量 0 0 0 0 0

場所

数量 0 0 0 0 0

場所

数量 0 0 0 0 0

場所

数量 0 0 0 0 0

場所

数量 4 4 4 4 4

場所 中央保育園 中央保育園 中央保育園 中央保育園 中央保育園

数量 240 240 240 240 240

場所 りふれ等 りふれ等 りふれ等 りふれ等 りふれ等

数量 0 2 0 0 0

場所 りふれ

数量 4 0 0 4 0

場所 中央保育園 中央保育園

数量 1 0 0 1 0

場所 りふれ りふれ

数量 1 0 0 1 0

場所 りふれ りふれ

数量 0 1 0 0 1

場所 りふれ りふれ

数量 0 0 1 0 0

場所 りふれ

数量 4 4 4 4 4

場所 りふれ りふれ りふれ りふれ りふれ

数量 2 2 2 2 2

場所 りふれ りふれ りふれ りふれ りふれ

数量 2 2 2 2 2

場所 りふれ りふれ りふれ りふれ りふれ

数量 1 0 0 1 0

場所 りふれ りふれ

数量 0 0 0 0 0

場所

数量 6 6 6 6 6

場所 りふれ りふれ りふれ りふれ りふれ

数量 6 6 6 6 6

場所 りふれ りふれ りふれ りふれ りふれ

数量 35 35 35 35 35

場所 りふれ りふれ りふれ りふれ りふれ

数量 25 25 20 25 25

場所 りふれ りふれ りふれ りふれ りふれ

数量 0 0 1 0 0

場所 りふれ

数量 リパック65 リパック70 リパック70 リパック60 リパック60

場所 役場等 役場等 役場等 役場等 役場等

備蓄品等名称 詳細 現有数 単位 備蓄目標
備蓄の考え方の参考及び

ローリングストック要領：平準化・更新周期など
※製品の技術向上等保存可能期間延長を考慮

保管場所等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（取得時）

アルファ化米
保存期間5年

・対象年齢1～2歳：8人
・対象年齢75歳以上：　101人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

600 食 654食

5年周期で毎年10月に140食をレトルト梅粥：水不要タイプ
へ更新し、常時700食を備蓄

総合保健福祉センターりふれ700食

マジックライス
保存期間5年

・対象年齢3～74歳：487人
・わかめご飯（50）×3
・青菜ご飯（50）×3
・根菜ご飯（50）×3

0 食 1,461食

・人として最低限の尊厳を保つ食事
・食物アレルギー特定原材料等28品目不使用
・1日分（487人×3食×1日＝1,461食）
・1食水160ｍｌ使用するため、1日3食に対し水500ｍｌ。
・スープはレトルトのため、水不要。
・マジックライスとスープでセット食とする。
※組み合わせ方は当時の状況による。

長沼町役場庁舎300食　
総合保健福祉センターりふれ1,650食                                               　　
長小150食
長中150食

からだを想う野菜スープ
保存期間5年

・対象年齢3～74歳：487人
・ひよこ豆カレースープ（30）×5
・ミネストローネスープ（30）×5
・和風五目スープ（30）×5

0 食 1,461食

長沼町役場庁舎300食　
総合保健福祉センターりふれ1,650食                                               　　
長小150食
長中150食

クラッカー
保存期間25年　

対象年齢3～74歳：487人                    　
サバイバルフーズ（10食/大缶）　　                              　　
保存期間25年

115
（1150）

缶
（食）

1,461食

長沼町役場庁舎12缶
総合保健福祉センターりふれ77缶
中保6缶、長小10缶、長中10缶

クラッカー
保存期間5年　

対象年齢3～74歳：487人                           　
プライムクラッカー（8食/Ｌ缶）　　                              　　

36
（288）

缶
（食）

長沼町役場庁舎12缶
総合保健福祉センターりふれ24缶

フリーズドライ①
保存期間25年

対象年齢3～74歳：487人                          　　
サバイバルフーズ（10食/大缶）　　　　　　　　　　　　　　                
チキンシチュー

60
（600）

缶
（食）

1,461食

長沼町役場庁舎60缶

フリーズドライ②
保存期間25年

対象年齢3～74歳：487人                           　　
サバイバルフーズ（2.5食/小缶）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
洋風とり雑炊

60
（150）

缶
（食）

長沼町役場庁舎60缶

粉ミルク
保存期間1.5年

対象年齢0歳（300ｇ/缶）：4人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3 缶 1,200g

・長期保存製品は困難なため、毎年5月末定期更新
・一つの缶を想定4名の乳児の共用使用は、
　衛生管理の観点から避けるため、1缶300ｇ4缶備蓄

中央長沼保育園4缶

飲料水（500ml）
使用期限7年

全員対象　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
936

（39）
本

（箱）
1,200本

7年周期により、毎年10月に10箱240本
（500ｍｌ）を定期更新
飲料用の他、保存食の戻し水としても使用

総合保健福祉センターりふれ40箱960本
中保4箱96本
長小4箱96本
長中2箱48本

哺乳瓶（240ml） 対象年齢0歳：4人 6 本 8本

総合保健福祉センターりふれ8本

哺乳瓶洗浄・消毒一式
①ミルトン専用容器
②MiｌｔｏｎCP(60錠)
③洗浄液・除菌錠、ｽﾎﾟﾝｼﾞ
※②及び③は3年保存

対象年齢0歳：4人 0 ｾｯﾄ 4セット

①専用容器は長期備蓄を継続
②除菌錠および③洗浄液・ｽﾎﾟﾝｼﾞは3年間隔

総合保健福祉センターりふれ4セット

子供用紙おむつ①
使用期限3年

対象体重6～10kg 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Moony男女共用はいはいパンツ
（58枚入）

1
（58）

ﾊﾟｯｸ
（枚）

おむつ交換は1日8回程度を目安 総合保健福祉センターりふれ1パック

子供用紙おむつ②
使用期限3年

対象体重7～10ｋｇ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Moony男女共用Ｍサイズ
（58枚入）

1
（58）

ﾊﾟｯｸ
（枚）

おむつ交換は1日8回程度を目安 総合保健福祉センターりふれ1パック

子供用紙おむつ③
使用期限3年

対象体重9～14ｋｇ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Moony女の子用Ｌサイズ
（44枚入）

1
（44）

ﾊﾟｯｸ
（枚）

おむつ交換は1日6回程度を目安 総合保健福祉センターりふれ1パック

子供用紙おむつ④
使用期限3年

対象体重9～14ｋｇ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Mooneの子用Ｌサイズ
（44枚入）

1
（44）

ﾊﾟｯｸ
（枚）

おむつ交換は1日6回程度を目安 総合保健福祉センターりふれ1パック

おしりふき（子供用）
使用期限3年

対象：4人・8人
Goonおしりふき
1パック80枚入

0
（）

ﾊﾟｯｸ
12パック
（960枚）

・子供のおむつ交換1日8回×1回5枚使用＝40枚
・1ﾊﾟｯｸ80枚入で2日間、対象12人×1人1ﾊﾟｯｸ配分

総合保健福祉センターりふれ12パック

大人用紙おむつ①
使用期限3年

要介護認定3以上対象　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ｻﾙﾊﾞＤパンツしっかりガードM～L
（18枚入）

30
（540）

ﾊﾟｯｸ
（枚）

168枚

おむつ交換は、睡眠前・起床時・昼・夕など6回を目安
1人2日分12枚として対象人口14人

総合保健福祉センターりふれ6パック

大人用紙おむつ②
使用期限3年

要介護認定3以上対象　　　　　　　　　　　　　　　　
ｻﾙﾊﾞＤパンツしっかりガードL～LL
（16枚入）

30
（480）

ﾊﾟｯｸ
（枚）

おむつ交換は、睡眠前・起床時・昼・夕など6回を目安
1人2日分12枚として対象人口14人

総合保健福祉センターりふれ6パック

おしりふき（大人用）
使用期限3年

T・H・T「プラスケア ヒアルロン酸 
大人用流せるおしりふき」
1パック72枚入、1箱12個入り

0
（）

箱
(枚)

1箱
（840枚）

・大人用おむつ168枚×１回使用5枚＝840枚 総合保健福祉センターりふれ1箱

生理用品
使用期限3年

10～55歳女性対象　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ｾﾍﾟ肌にやさしいﾅﾌﾟｷﾝ（28枚入）
※1人ごみ袋×2枚

25
(700)

ﾊﾟｯｸ
（枚）

35パック
（560枚）

ごみ袋70枚

毎年6ﾊﾟｯｸ取得（※長期タイプへの変更可）
1人2日分16枚として対象人口35人（139人÷4週）
1人に黒ごみ袋2枚を配分

期限に伴う棚卸品は、配慮から、廃棄を基準

総合保健福祉センターりふれ

生理用品
使用期限3年

10～55歳女性対象
ｴﾘｽ素肌の気持ち
ﾙﾅﾌｨｯﾄｼﾝﾌﾟﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ（17枚入）

0
（）

ﾊﾟｯｸ
（枚）

総合保健福祉センターりふれ18パック

生理用品
使用期限3年

10～55歳女性対象
ｵｰｶﾞﾆｯｸｺｯﾄﾝﾅﾌﾟｷﾝ
25.5cm羽つき（16枚入）

0
（）

ﾊﾟｯｸ
（枚）

総合保健福祉センターりふれ18パック

デリケートウェットティッシュ
使用期限3年

Kliclenyデリケートゾーンｼｰﾄ(20枚
入)

0
（）

ﾊﾟｯｸ
（枚）

105個

毎年35個（1個20枚入り（Klicleny））
1人2日分3個として対象人口35人（139人÷4週）

総合保健福祉センターりふれ105個

デリケートウェットシャワー
使用期限3年

プチシャワー・セぺ(6本入)
0

（）
ﾊﾟｯｸ
（枚）

70個

毎年25個（1ｾｯﾄ6本入り）
1人2日分2ｾｯﾄとして対象人口35人（139人÷4週）

総合保健福祉センターりふれ70個

災害用食器セット
使い捨て食器（100人用/ｾｯﾄ ）　　　　　　　
※ｶｯﾌﾟ、皿、丼、ﾌｫｰｸｽﾌﾟｰﾝ

5 ｾｯﾄ
6セット

（600人分）

・劣化状況に応じ更新 長沼町役場庁舎×2セット
総合保健福祉センターりふれ×4セット

毛布
保存期限10年

真空パック難燃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
エコ・ニューマイヤー毛布

625 枚 600枚

1パック10枚、リパック＋クリーニング1枚3,300円
・10年真空保証（10年周期ローリングストック）
・65枚、70枚×2回、60枚×7回＝625枚
配分基準は、毛布1枚＋アルミシート1枚のセット給与

長沼町役場庁舎246枚
総合保健福祉センターりふれ299枚
長小40枚
長中40枚

食
　
　
　
　

料

クラッカー・チキンシチュー・とり雑炊で1食セットの考え方
により、H26～H28で確保したもの。
チキンシチュー・とり雑炊には水が必要。
また、初期段階から調理を要する、備蓄品の維持管理及
び、更新時の単年度負担に懸念が残る。

代替品への入替え更新の場合
水不要の上記マジックライスとスープのセットへ段階的に
代替変更（更新）する。

継続する場合
梱包単位販売と保管管理の容易性など鑑み、
3品とも5年周期のローリングストックにより、
クラッカーは、6缶1箱単位で5箱30缶相当を
チキンシチュー類及びとり雑炊類は、6缶1箱単位で
2箱12缶相当を毎年取得、将来、定期更新化する。

生
　
　

活
　
　

必
　
　

需
　
　
品

192枚
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数量 43 40 40 40 40

場所 役場等 役場等 役場等 役場等 役場等

数量 25 25 25 25 30

場所 役場等 役場等 役場等 役場等 役場等

数量 0 0 0 0 0

場所

数量 20 0 0 0 0

場所 役場等

数量 600 600 600 600 700

場所 りふれ りふれ りふれ りふれ りふれ

数量 4 4 3 3 3

場所 役場等 役場等 役場等 役場等 役場等

数量 0 0 0 0 0

場所

数量
250枚
（5箱）

250枚
（5箱）

250枚
（5箱）

250枚
（5箱）

250枚
（5箱）

場所 りふれ りふれ りふれ りふれ りふれ

数量 0 0 0 0 0

場所

数量 0 1 0 0 0

場所 役場

数量 0 1 0 0 0

場所 りふれ

数量 0 1 0 0 0

場所 りふれ

数量 0 0 1 0 0

場所 りふれ

数量
21
(7)

0 0 0 0

場所 役場

数量 20 0 0 0 0

場所 役場等

数量 0 8 3 0 0

場所 りふれ りふれ

数量 0 0 5 9 9

場所 りふれ りふれ りふれ

数量 0 0 0 0 0

場所

数量 0 0 0 0 0

場所

数量 0 0 2 0 0

場所 りふれ

数量 0 0 0 1 0

場所 役場

数量 0 0 0 0 0

場所

数量 1 1 1 0 0

場所 りふれ りふれ りふれ

数量 0 0 0 0 0

場所

数量 1 1 1 1 1

場所 りふれ りふれ りふれ りふれ りふれ

数量
480

(2箱)
480

(2箱)
480

(2箱)
480

(2箱)
480

(2箱)

場所 りふれ等 りふれ等 りふれ等 りふれ等 りふれ等

数量 1 1 1 1 1

場所 りふれ りふれ りふれ りふれ りふれ

数量 0 0 0 0 0

場所

アルミシート アルミック救急シート 422 枚 600枚

上記ｾｯﾄ供与の毛布現有数625枚に対して203枚不足
・203枚追加

長沼町役場庁舎246枚
総合保健福祉センターりふれ299枚
長小40枚
長中40枚

マット① 避難施設用ふとんマット（1人用） 495 枚 600枚

上記ｾｯﾄ供与の毛布現有数625枚に対して130枚不足
・130枚追加

長沼町役場庁舎246枚
総合保健福祉センターりふれ299枚
長小40枚
長中40枚

マット② 担架兼用アイマット（1人用） 30 枚 30枚

・担架兼用 総合保健福祉センターりふれ30枚

ボックストイレ
紙おむつ使用者を除く全員対象　　　　　　　
緊急用組立式簡易トイレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

10 基 30基

・対象人口600人÷20人×1個
・ボックストイレ20基を追加

長沼町役場庁舎5基
総合保健福祉センターりふれ15基
長小5基
長中5基

ボックストイレ用排便収納袋
及び凝固剤1個とのセット

紙おむつ使用者を除く全員対象　　　　　　　
緊急用組立式簡易トイレを補完　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（300袋/箱）
+凝固剤（個）

900
（900）

枚
（個）

4,000枚

・ボックストイレは数回使用まで排便を溜められるが、衛
生上及び共用使用である配慮から1回毎に交換

総合保健福祉センターりふれ4,000枚　　　　　　　　　　　　　　　　　　

避難所用簡易トイレ
スケットイレ（25×4＝100ｾｯﾄ）　　　　　　　　　　　　
有効期間10年                                                     
※ボックストイレを補完する

3
（300）

箱
（枚）

20箱
（2,000枚）

・600人×5回×2日間＝6,000枚（個）-4,000個を追加 長沼町役場庁舎500枚（5箱）
総合保健福祉センターりふれ500枚（5箱）
長小500枚（5箱）
長中500枚（5箱） 

防災用おんぶ紐 防災用おんぶ紐 7 組 7組

総合保健福祉センターりふれ７組　

不織布マスク
有効期限5年

・不織布ﾏｽｸ
・超立体ﾏｽｸ
・Ｎ９５

12,195 枚 1,200枚

ﾃﾞｨｽﾎﾟﾏｽｸ500枚、超立体2,400枚、不織布9,295枚
Ｎ９５ 120枚（1箱20枚入）
※更新する場合、1箱50枚入換算、5年周期

総合保健福祉センターりふれ1,200枚

LED非常灯①
LEDランプ（手持ちタイプ）
※充電可能

5 個

20個

総合保健福祉センターりふれ5個

LED非常灯②
LEDランタン
※充電可能

14 個

長沼町役場庁舎5個
総合保健福祉センターりふれ10個

防災用懐中電灯
LEDライト
・単三２本使用タイプ

19 個 20個

乾電池のローリングストック 長沼町役場庁舎10個
総合保健福祉センターりふれ10個

懐中電灯
①単一４本使用タイプ：11
②単一６本使用タイプ：6
③単三６本使用タイプ：3

19 個 20個

乾電池のローリングストック 長沼町役場庁舎17個
総合保健福祉センターりふれ3個

カセットコンロ
使用期限10年

ケース付き 19 台 20台

・2016.12製：役場6、りふれ13
・機能劣化による更新はカセットガス×6本とｾｯﾄ更新

長沼町役場庁舎6台
総合保健福祉センターりふれ14台

カセットガス
使用期限7年

カセットコンロ用（3本/ｾｯﾄ）　　　　　　　　　　　　　　　
カセットコンロ1台当たり6本

100
(33)

本
(ｾｯﾄ)

120本

・2015.1月製：役場8本
・2015.12月製：りふれ78本
・2018.7月製：役場11本
･2021.9月製：役場3本
・使用の都度補充の他、カセットコンロとセット更新

長沼町役場庁舎43本
総合保健福祉センターりふれ78本

カプセルテント
プライベート用 　　　　　　　　　　　　　　
1人分（内部210×85×85㎝)             　　
※縦・横仕様、ﾄｲﾚ・更衣室用　

10 個 30個

更衣室用を優先しつつ、ﾄｲﾚ用としても可能
LEDﾗﾝﾀﾝを内部照明として使用可能
ボックストイレと同数の20個を追加

長沼町役場5基
総合保健福祉センターりふれ15基
長小5基
長中5基

避難所用パーテーション①
ファミリールーム（H=1.4m) 　　　　　　　　　　　　　　
1世帯分（2.1m×2.1m=4.41㎡）             　　
※1世帯約3人　

89 個 100個

・展示又は訓練使用による製品機能低下に応じ取得 長沼町役場庁舎15個
総合保健福祉センターりふれ85個　

避難所用パーテーション②
ファミリールーム（H=1.8m)　　　　　　　　　　
1世帯分（2.1m×2.1m=4.41㎡）           　　
※1世帯約3人　

77 個 100個

・展示又は訓練使用による製品機能低下に応じ取得 長沼町役場庁舎15個
総合保健福祉センターりふれ85個　

投光機 LED充電式ポータブル投光機 10 基 10基

・貸出し使用等による製品機能劣化に応じて取得 長沼町役場10基

発電機 定格出力5.5kVA 10 台 10台

・貸出し使用等による製品機能劣化に応じて取得 長沼町役場庁舎1台
総合保健福祉センターりふれ9台　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                                                                                     　　　　　　　　　　　

携帯用安全缶 発電機燃料用ガソリン携行缶20ℓ 8 個 10個

①縦型（18ℓ）：5個
②丸型（平タイプ）（18ℓ）：3個
・貸出し使用等による製品機能劣化に応じて取得

長沼町役場庁舎
②×1個
総合保健福祉センターりふれ
①×5個、②×4個　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                                                                                     　　　　　　　　　　　　　　　

コードリール 全天候型 9 個 10個

・貸出し使用等による製品機能劣化に応じて取得 長沼町役場庁舎1個
総合保健福祉センターりふれ9個　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                                                                                     　　　　　　　　　　　　　　　　　　

対流型石油ストーブ 乾電池式 30 台 30台

・貸出し使用等による製品機能劣化に応じて取得 長沼町役場庁舎1台
総合保健福祉センターりふれ25台
長小2台
長中2台

拡声器 防滴型メガホン（ハンド型） 10 個 13個

・使用予定場所：各避難所10か所各1個、役場3個
・展示又は訓練使用による製品機能低下に応じ取得

長沼町役場庁舎8個
総合保健福祉センターりふれ5個

ブルーシート
避難所用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
3.6×5.4m

16 枚 12枚

・展示又は訓練使用による製品機能低下に応じ取得 長沼町役場庁舎10枚
総合保健福祉センターりふれ4枚
長小1枚
長中1枚 

救急セット 災害多人数用救急箱 5 ｾｯﾄ 10ｾｯﾄ

役場：20人用2ｾｯﾄ
りふれ：20人用2ｾｯﾄ、10人用1ｾｯﾄ

長沼町役場庁舎2ｾｯﾄ
総合保健福祉センターりふれ8ｾｯﾄ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                                                                                     　　　　　　　　　　　　　　　　

使い捨てカイロ
常備用オンパックス（エステー）
1個10枚入、1箱24個(240枚)

0
（0）

枚
(箱)

2,400枚
（10箱）　

7年保存（7年周期ローリングストック）
・（1人1日2個×2日）×600人分＝2,400枚
・毎年1箱取得、5年目以降はローリングストック

長沼町役場1箱
総合保健福祉センターりふれ7箱
長小1箱
長中1箱

防災伝言シート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　避難所壁面等用 5 ｾｯﾄ 10ｾｯﾄ

・展示又は訓練使用による製品機能低下に応じ取得 長沼町役場庁舎2ｾｯﾄ
総合保健福祉センターりふれ8ｾｯﾄ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                                                                                     　　　　　　　　　　　　　　　　

充電式ラジオライト LEDライト付手回し 10 台 10台

・展示又は訓練使用による製品機能低下に応じ取得 長沼町役場庁舎2台
総合保健福祉センターりふれ8台
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数量 200 200 200 200 200

場所 水防倉庫 水防倉庫 水防倉庫 水防倉庫 水防倉庫

数量 0 0 0 0 0

場所

数量 0 0 0 0 0

場所

数量 0 0 0 0 0

場所

数量 0 0 0 0 0

場所

数量 0 0 0 0 0

場所

数量 0 0 0 0 0

場所

土のう袋 ビニール60×48cm 5,000 枚 5,000枚

・消耗数を取得補充（毎年200枚） 水防倉庫

吸水性土のう袋 ダッシュバッグ 400 枚 400枚

・展示又は訓練使用による製品機能低下に応じ取得 水防倉庫

ウォーター・ゲート① 本体H50×500cm 3 個 3個

・展示又は訓練使用による製品機能低下に応じ取得 長沼町役場庁舎

ウォーター・ゲート② コーナー部H50cm 2 個 2個

・展示又は訓練使用による製品機能低下に応じ取得 長沼町役場庁舎

救命胴衣 水防活動用 200 着 200着

・展示又は訓練使用による製品機能低下に応じ取得 総合保健福祉センターりふれ80着
北分署60着
南分署60着

防災用ヘルメット
カクメット　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
水防活動用

200 個 200個

・展示又は訓練使用による製品機能低下に応じ取得 総合保健福祉センターりふれ120着
北分署40着
南分署40着

ブルーシート
水防活動用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
3.6×5.4m

40 枚 40枚

・展示又は訓練使用による製品機能低下に応じ取得 水防倉庫
・3.6ｍ×5.4ｍ：35枚
・3.6ｍ×3.6ｍ：5枚

水
　
　
防
　
　

資
　
　

機
　
　

材

長沼町災害対策備蓄計画 

（ひと･緑がかがやく田園と交流のまち、安全に安心して暮らせるまちの実現に向けて） 

 

平成２６年９月１２日 策定 

令和　７年８月　４日 改訂 

令和　８年４月　１日 改訂 

 

北海道長沼町 

〒069-1392　北海道夕張郡長沼町中央北１丁目１番１号　 

ホームページ http://www.maoi-net.jp/ 

E-mail: soumuzaiseika@ad.maoi-net.jp 

総務財政課総務係　電話:0123-88-2111　FAX:0123-88-4836 


